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Ⅰ．概観

人権教育のための国連１０年推進本部は，平成８年１２月６日に「人権教

育のための国連１０年」に関する国内行動計画（中間まとめ）を公表し，さ

らに，同本部において中間まとめに対して各方面から寄せられた意見等に十

分配慮しつつ検討を進め，平成９年７月４日 「人権教育のための国連１０，

年」に関する国内行動計画を取りまとめ，公表した。

政府においては，この国内行動計画に沿って関係府省において関連施策を

推進している。平成１０年度以降，本国内行動計画の推進状況について取り

まとめを行っているが，このたび，平成１５年度における実施状況を中心と

して，推進状況について取りまとめを行った。

平成９年７月に本国内行動計画を取りまとめてから７年が経過したが，こ

の間，本国内行動計画に基づき関係府省において所要の施策が着実に推進さ

れてきているものと認識している。また，平成１２年１２月には「人権教育

」 ， ，及び人権啓発の推進に関する法律 が公布・施行され 平成１４年３月には

「人権教育・啓発に関する基本計画」が閣議決定された。さらに，平成１３

年１月の中央省庁等改革によって，本推進本部も新しい体制で関係行政機関

の緊密な連携・協力を確保し，総合的かつ効果的な推進を図っている。

我が国においては，これまでの施策の推進状況を踏まえ，今後とも，本国

内行動計画に基づき，人権という普遍的文化を構築するため，更に一層の推

進に努めていくことが重要であると認識しており，このような観点から，今

回もこれまでの評価と今後の課題を推進状況の概要に併せて記述するととも

に，今後の展望の章を設けている。

Ⅱ．推進状況の概要

１．推進本部の取組

（１）関係府省の連携

人権教育の推進を関係府省の緊密な連携・協力の下に，総合的かつ効果

的に行うため，推進本部の副本部長府省を中心として関係省庁会議を適宜

開催し，取組状況等について意見交換等を行うとともに，本国内行動計画

関連施策について予算措置の状況を取りまとめてきた。

（２）研修等の充実

人権教育の推進にあたっては，人権にかかわりの深い特定の職業に従事

する者に対する研修等の充実が重要であり，それぞれの府省において関係

職員に対する研修等の充実に努めている。これらの研修等のより効果的な

実施を図っていくため 「人権教育にかかる研修等に関する関係省庁連絡，

会」において，研修等の効果的な実施に資するよう研修等の内容，教材等

について情報交換等を行い，人権教育にかかる研修等の充実が図られるよ
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う取り進めている。

（３）政府の取組状況についての情報提供等

推進本部では，本国内行動計画を広く地方公共団体，関係団体等に配布

するとともに，インターネット上でも国民がアクセスできるよう官邸のホ

ームページに掲載するなど，その周知を図ってきている。

（４）都道府県の取組状況の調査

人権教育の推進にあたっては，地方公共団体が果たす役割が大きいこと

に鑑み，各都道府県における「人権教育のための国連１０年」に関する推

進体制，行動計画の策定状況等について調査を行った。

２．あらゆる場を通じた人権教育の推進

我が国社会においては，依然として様々な人権問題が存在しており，近年

の国際化，ボーダーレス化が進展している状況下においては，各種の啓発と

相まって人権に関する教育の一層の充実を図る必要がある。さらに社会の複

雑化，個々人の権利意識の高揚，価値観の多様化等に伴い，従来あまり問題

視されなかった分野においても各人の人権が強く認識されるようになってき

， 。たことから 新たな視点に立った人権教育・啓発の必要性も生じてきている

さらに，平成１２年１２月には「人権教育及び人権啓発の推進に関する法

律」が公布・施行され，平成１４年３月には，同法７条に基づく計画である

「人権教育・啓発に関する基本計画」が閣議決定された。

このような現状に鑑み，関係府省において平成１５年度に実施した人権教

育の取組状況は以下のとおりとなっている。

（１）学校教育における人権教育の推進

平成１４年４月から全国の小・中学校で実施され，また，平成１５年４

月入学の１年生から高等学校でも実施されている新学習指導要領では，総

則に「人間尊重の精神を具体的な生活の中に生かす」ことを掲げるなど，

学校の教育活動全体を通じて人権に配慮した教育を行うことを一層推進す

ることとした。

さらに，学校，家庭，地域社会が一体となった教育上の総合的な取組を

推進するとともに，人権意識を培うため，教育の在り方について幅広い観

点から実践的な研究等を行い，指導方法の改善及び充実を図ったほか，平

成１２年度からは，人権擁護推進審議会答申を踏まえ 「人権教育に関す，

る学習教材等の状況調査」を実施するなど，人権教育の充実を図った。

（評価と今後の課題）

学校，家庭，地域社会が相互に連携して，教育上の総合的な取組の推進

を通じて基本的人権尊重の精神を高める方策や，幼児児童生徒の発達段階

に即し，学習指導要領にのっとり，各教科等の特性に応じた効果的な人権
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教育の指導方法の在り方等について，実践的な研究を実施した。今後も引

き続き，モデル事業の推進等により，学校教育活動全体を通じて人権尊重

の精神を高め，一人一人を大切にした教育の充実が図られるよう努めるこ

とが必要である。

（２）社会教育における人権教育の推進

社会教育においては，生涯の各時期に応じ，各人の自発的学習意思に基

づき人権に関する学習ができるよう，生涯学習の視点に立って，公民館等

の社会教育施設を中心に学級・講座の開設や交流活動などの人権に関する

多様な学習機会の充実と，そのために重要な役割を果たす指導者の養成を

図るなど，社会教育における人権教育の充実に努めた。

（評価と今後の課題）

公民館等の社会教育施設を中心として，地域の実情に応じた人権に関す

る学習機会の充実や学習意欲を高めるような参加体験型の学習プログラム

の開発・普及，地域における人権教育の指導者の育成・資質の向上などを

図った。必要な見直しを図るとともに，引き続き，多様な学習機会の充実

等に努めることが必要である。

（３）企業その他一般社会における人権教育等の推進

企業その他一般社会における人権教育等の推進については，人権尊重思

想の更なる普及高揚を図る観点から様々な啓発活動を実施した。具体的に

は，全国各地において，テレビ，ラジオ放送，新聞紙及び週刊誌等のマス

メディアを利用した啓発活動や講演会，座談会並びにシンポジウム等の開

催，ポスターの掲出，啓発冊子の配布等を行うとともに，人権擁護委員等

に対し，人権教育の指導者の育成を図るための研修を行うなど幅広い取組

を実施した。

さらに，これまで法務省の人権擁護機関，都道府県，市町村等の多様な

主体によってそれぞれ独自に実施されてきた人権啓発活動について，平成

１０年度から人権啓発活動を実施する主体相互間の連携・協力体制を強化

するための「人権啓発活動ネットワーク」の整備を推進してきたが，平成

１２年９月までに，都道府県レベルのネットワークの構築が完了した。

また，平成１１年７月の人権擁護推進審議会の答申において，都道府県

単位で実施している人権啓発活動ネットワーク事業を，できるだけ速やか

に市町村レベルにも拡充する必要があるとされたことから，その実施のた

め 平成１２年度から市町村及び人権擁護委員協議会等を構成員とした 人， 「

権啓発活動地域ネットワーク協議会」を設置することとし，順次整備して

いる。

（評価と今後の課題）

人権啓発活動ネットワーク協議会は，人権啓発活動を計画的かつ効果的

な事業として構成することができる有効な啓発手法であることから，今後
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， 。はネットワークを全国的な規模で全ての地域において展開 推進していく

このように，人権教育等については様々な態様で実施され一定の啓発効

果をあげているが，一方では，その内容・手法が必ずしも十分に国民の興

味・関心・共感を呼び起こすものになっていないことなどの課題がある。

今後は，具体的な人権課題に即し，さらに国民に親しみやすく，わかりや

すいテーマや表現を用いるなど様々な創意工夫を凝らしていくとともに，

マスメディアの活用，人権教育等の各実施主体相互の有機的な連携・協力

の強化等を積極的に推進していく。

厚生労働省においては，かねてより就職差別を未然に防止するための啓

発，指導を行ってきたところである。しかしながら，採用選考の過程にお

いて，家族の職業など本人に責任のない事項等を尋ねるなど就職差別につ

ながるおそれのある事象が依然として見受けられ，このため，今後とも，

公正採用選考システムの確立を図るための企業に対する指導，啓発をより

一層推進していく。

（４）特定の職業に従事する者に対する人権教育の推進

人権教育の推進にあたっては，人権にかかわりの深い特定の職業に従事

する者に対して，人権教育に関する取組を強化する必要があることから，

特定の職業に従事する者に対する研修等の充実を図った。

①検察職員

人権を尊重した検察活動を徹底するため，検察官及び検察事務官に対

する研修において，人権をめぐる諸問題等のテーマで講義を行った。特

に，検察官については，その経験年数に応じ，憲法及び人権に関する諸

条約における人権保障，女性，外国人及び児童の人権問題等の各種人権

課題等をテーマとする各種研修を実施した。

（評価と今後の課題）

基本的人権を尊重した検察活動を徹底するため，引き続き検察官及び

検察事務官に対する各種研修における人権教育を実施し，また，日常の

業務においても，上司による指導を通じ，人権尊重に関する理解の増進

に努めたい。

②矯正施設・更生保護関係職員等

ア 矯正研修所及び同支所（全国８か所）においては，矯正施設の被収容

者の人権尊重を図る観点から，被収容者の権利保障・国際準則等に係る

研修，人権啓発等に係る研修を実施している。

特に，矯正施設の中間監督者に対する研修（処遇実務監督者研修）に

ついては，人権意識の一層の向上を図るため，受講者を拡大した上，外

部の有識者の講義や事例研究等を実施し，平成 年度に引き続き，同14
研修の内容を各施設において伝達研修することにより，全職員の意識喚
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起を図った。

（評価と今後の課題）

名古屋刑務所事案を契機に開催された民間の有識者からなる「行刑改

革会議」の提言「職員の人権意識の改革」を受け，より効果的な職員研

修の実施を検討するとともに，矯正施設における人権問題について一層

の意識向上を図り，人権教育の推進に努めたい。

イ 保護観察対象者及びその家族等の関係人のプライバシーの保護や，仮

出獄取消し等における手続の適正な執行において，人権への配慮を引き

続き徹底し，もって保護観察対象者等の人権尊重を図る観点から，更生

保護関係職員及び保護司に対する各種研修を実施した。

（評価と今後の課題）

人権については，保護観察等の処遇の場面で考慮されなければならな

いことの一つであり，今後も各種研修により，更生保護関係職員及び保

護司の啓発に努めたい。

③入国管理関係職員

外国人の人権に配慮した入国管理行政を遂行するため，引き続き各種

職員研修の場を通じ人権関係諸条約等に関する研修を実施している。

また，平成１４年度から，新たに人権教育・カウンセリング研修を実

施し，人権に配慮した職務の遂行に必要な知識を習得させるなど，更な

る意識の向上に努めている。

（評価と今後の課題）

研修の機会を増やし，また研修内容を充実させることにより，人種，

宗教等による生活習慣や考え方の違いを理解し，公正かつ適切な処遇に

努める等，人権に対する意識の高揚が図られてきている。今後とも職員

に対する人権教育を推進し，人権意識の高揚に努めたい。

④教員・社会教育関係職員

校長・教頭・中堅教員等に対し 教職員等中央研修講座において 人， ，「

権尊重の教育」及び「児童の権利条約」というテーマの講義を実施した

ほか，人権教育セミナーにおいて，教員等に対し，人権教育実施上の課

題等についての研修を行い，人権教育の一層の充実を図った。社会教育

関係職員については，社会教育主事講習において人権に関する講義を実

施した。また，都道府県教育委員会等においても，教員・社会教育関係

職員に対する研修の中で，各地域の実状を踏まえ，広く人権意識の涵養

が図られている。

（評価と今後の課題）

研修や講習の中で，人権に関する講義を実施することにより，人権に

対する理解と意識の向上が図られた。今後も，引き続き人権教育の推進
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に努めていく。

⑤医療関係者

医療関係者を育成する学校・養成所においては，患者本位の立場に立

った人間性豊かな医療関係者の育成が求められていることに鑑み，様々

な教育活動を通じて患者の人権を十分に尊重するという意識・態度の育

成の一層の充実を図った。

（評価と今後の課題）

医療関係者を育成する各学校に対し，今後とも患者の人権を十分に尊

重するという意識・態度を育成するよう適切な対応を求めていく。

⑥福祉関係職員

児童福祉事業に従事しようとする者に基礎的な理論及び技術を体得さ

せる中で，人権についての教育を充実させたほか，介護福祉士等の養成

において，人権意識の育成を充実させた。また，福祉事務所や児童相談

所等の行政機関の職員，社会福祉施設従事者等については，業務に必要

な知識及び技術を習得させるため実施する研修等において人権に関する

内容を組み込み，人権意識の高揚を図ったほか，訪問介護員（ホームヘ

ルパー）養成研修について，人権の尊重などについて充実を図るようカ

リキュラムの改正を行っている。

さらに，各都道府県等において，全民生委員・児童委員を対象に，福

祉施策，人権の尊重等に関する研修を実施した。

（評価と今後の課題）

福祉関係職員を養成する機関等に対し，今後とも人権を十分に尊重す

るという意識・態度を育成するよう適切な対応を求めていく。

⑦海上保安官

海上保安大学校等の学生に対し，憲法等の講義において人権に関する

知識を教授した。また，海上保安官に対しては，階層別研修において，

行政法，海上警察権論等の講義により，海上保安業務に関連する行政や

法と人権との関わりについて教授した。

（評価と今後の課題）

これまで海上保安大学校等や階層別研修における講義において人権尊

重に関する教育を行ってきたところであり，今後とも人権に関連する講

義等において，犯罪捜査，留置業務，警備業務，救難業務等における被

疑者，被留置者，被害者，被救助者等の人権に配意した適正な職務遂行

を期するための教育の充実に努めたい。

⑧労働行政関係職員

都道府県労働局，労働基準監督署及び公共職業安定所に所属する職員
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に対して，各職員の職位に応じてその節目ごとに行う研修において，人

権教育を実施した。

（評価と今後の課題）

都道府県労働局，労働基準監督署及び公共職業安定所に所属する職員

に対して，各職員の職位に応じてその節目ごとに行う研修において，今

後とも，引き続き人権教育の充実に努めたい。

⑨消防職員

消防大学校における人権教育については，本科においては昭和６０年

， ， ，度から 上級幹部科においては平成４年度から 幹部研修科においては

平成７年度から実施している。また，本科，上級幹部科においては従前

から，幹部研修科においては平成１０年度から独立した科目として位置

づけ，人権教育の継続的な実施に努めている。

講義内容については，人権擁護をめぐる国内外の諸問題を重点として

いる。

（評価と今後の課題）

受講生の多くは，消防機関において職務上監督の地位にある幹部職員

であり，消防大学校における教育内容を踏まえ，当該幹部職員により指

揮下の職員に対する教育，指導が行われている。

今後とも消防職員に対し，消防大学校における人権擁護の講義を通じ

て，引き続き人権教育の推進を図っていく。

⑩警察職員

警察では 「警察職員の職務倫理及び服務に関する規則 （平成１２， 」

年国家公安委員会規則第１号 において人権の尊重を大きな柱とする 職） 「

務倫理の基本」を定めるとともに，職務倫理に関する教育を警察におけ

る教育の最重点項目に掲げ，各級警察学校及び職場において，警察職員

に対し，基本的人権に配慮した適正な職務執行ができるよう，必要な知

識及び技能を修得させるための人権教育を推進した。

また，留置業務担当者等に対し，人権の尊重に重点を置いた被留置者

の適正処遇と職務倫理に関する教育の推進を図るとともに 「被害者対，

策要綱」に基づき，警察庁及び各都道府県警察において被害者対策に関

する各種教育を推進した。

（評価と今後の課題）

警察職員に対する人権教育については，これまで，新たに採用された

警察職員や昇任した警察職員に対し，警察学校において，人権尊重に関

する授業を行っているほか，被害者対策，犯罪捜査，留置業務等に従事

する者に対し，警察学校における専門教育や職場における研修会等によ

り，被害者，被疑者，被留置者，女性，子ども等の人権に配慮した適正

な職務執行を期するための教育を行ってきたところである。今後とも，
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警察職員に対し，各種教育の機会を通じて，各種人権に配慮した適正な

職務執行を期するための教育の充実に努めたい。

⑪自衛官

防衛大学校や防衛医科大学校並びに陸上・海上・航空の各自衛隊幹部

候補生学校等において，民主主義，基本的人権の尊重等の憲法の理念や

戦争犠牲者の保護に関するジュネーヴ諸条約の内容について教育を行っ

た。また，自衛隊の幹部学校をはじめとする各種学校等において，自衛

隊法第５２条に規定する「服務の本旨」に則り，人格の尊重等を基本と

する精神教育を実施した。さらに，人権問題に対する理解と認識を深め

させるため，職員を人権に関する研修会に参加させた。

（評価と今後の課題）

今後とも自衛隊員に対して，各種の教育の機会を通じて，引き続き人

権教育の推進を図っていく。

⑫公務員

人事院では，全府省の職員を対象に実施している職位階層別研修等に

おいて，国家公務員が人権問題を正しく認識し，それぞれの行政分野に

おいて適切な対応が行えるよう，女性，高齢者，障害者，同和問題等の

人権問題を幅広くカリキュラムに取り入れるとともに，特定のテーマに

ついて実施する研修として障害者などの人権問題を取り上げた研修も行

った。

地方公務員については，自治大学校の一般研修課程において人権教育

の継続的な実施に努めるとともに，地方公共団体等においても人権に関

する研修を実施している。

法務省では，人権問題に関して，国家公務員等の理解と認識を深める

ことを目的として，中央省庁等の職員を対象とする人権に関する国家公

務員等研修会を年２回開催している。また，都道府県及び市町村の人権

啓発行政に携わる職員を対象にして，その指導者として必要な知識を習

得させることを目的とした人権啓発指導者養成研修会を中央委託事業と

して年２回実施している。

（評価と今後の課題）

人事院においては，各府省の職員を対象とした職位階層別研修等にお

ける人権教育の充実を引き続き図るとともに，各府省における人権研修

の実施状況を把握し，その充実について一層指導及び助言をしていく。

地方公務員については，自治大学校における人権行政の講義や地方公

共団体等における人権に関する研修を通じて，引き続き人権教育の推進

を図っていく。

国家公務員等研修会及び人権啓発指導者養成研修会については，研修

内容等に関して様々な手法を取り入れながら，より一層の充実・強化を
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図っていく。

⑬マスメディア関係者

従来よりマスメディアに従事する関係者に対して人権教育のための取

組がなされている。

例えば，放送と人権等権利に関する委員会機構（ＢＲＯ）は，メディ

アの自律機能の発揮のため，報道と人権の問題等を議論するためのシン

ポジウム（テーマ： 放送の自由と自律 ～放送倫理確立への道 ）を「 」

開催した （なお，ＢＲＯは平成１５年７月に，放送倫理・番組向上機。

構（ＢＰＯ）に改組 ）。

（評価と今後の課題）

マスメディア関係者の人権尊重に関する理解の増進が更に図られるよ

う，マスメディア業界が自主的に取り組むことが期待される。

３．重要課題への対応

「人権教育のための国連１０年」国内行動計画において重要課題として掲

げられた，女性，子ども，高齢者，障害者，同和問題，アイヌの人々，外国

人，ＨＩＶ感染者等，刑を終えて出所した人々などの問題に対して，平成１

５年度において以下のように取り組んだところである。

（１）女性

平成１３年１月の中央省庁等改革により，男女共同参画会議，男女共同

参画局が内閣府に新たに設置され，格段に充実・強化された男女共同参画

社会形成の促進に関する体制の下で，男女共同参画社会基本法，男女共同

参画基本計画にのっとり，総合的・計画的に施策を推進した。

男女共同参画社会の実現に向けた気運の醸成・意識の浸透を図るため，

内閣総理大臣を本部長とする男女共同参画推進本部の決定（平成１２年１

２月）に基づき，６月２３日から２９日までの１週間 「男女共同参画週，

間」を実施した。期間中には 「男女共同参画社会づくりにむけての全国，

会議」の開催をはじめとして，地方公共団体，女性団体，その他関係団体

の協力の下，全国的に各種行事を行い，広報啓発活動を行った。

男女がともに個性と能力を十分に発揮できる活力ある社会の構築に向

け，男女共同参画会議において女性の多様な能力を活かせるよう様々な分

野における女性のチャレンジ支援策について検討を進め，各種取組を進め

ている。

政策・方針決定過程への女性の参画を拡大するため，政府が率先垂範し

て行う取組として，各府省において，女性国家公務員の採用・登用につい

て平成１７年度末までの目標を定めた「女性職員の採用・登用拡大計画」

の着実な実施を進めている。

さらに，警察では，平成１２年１１月から施行されたストーカー行為等
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の規制等に関する法律の適切な運用に努めている。また，女性に対するあ

らゆる暴力の根絶に関する取組として，配偶者からの暴力の防止及び被害

者の保護に関する法律（配偶者暴力防止法）が平成１４年４月（一部につ

いては，平成１３年１０月）に完全施行されたことに伴い，関係機関が連

携し，同法の適切な運用に努めている。

毎年１１月１２日から２５日（国連が定めた「女性に対する暴力撤廃国

際日 ）までの２週間 「女性に対する暴力をなくす運動」を実施してお」 ，

り，平成１５年度には，配偶者からの暴力の防止と被害者の保護に重点を

置いて実施した。また，配偶者からの暴力に関して，被害者の対応に当た

る関係各機関の情報や関係法令等を収集し，インターネットのホームペー

ジ等を通じて提供している。第５５回人権週間においては 「女性の地位，

を高めよう」を強調事項に掲げ，全国各地で様々な啓発活動を行った。

男女共同参画社会基本法に規定されている苦情処理の体制整備を図るた

め，全国の行政相談委員，人権擁護委員，都道府県の男女共同参画担当課

等，男女共同参画に係る苦情処理対応者等に苦情処理Ｑ＆Ａを配布し，男

女共同参画社会づくりに向けての意識啓発を図った。

（評価と今後の課題）

男女共同参画社会の実現に向けて，男女共同参画週間などを通じ，国民

各界・各層で様々な取組が行われるよう気運の醸成を図っていくととも

に，地方公共団体に対しては情報提供，研修機会の提供を行うなど，広報

・啓発等について一層の強化を図る。

また，女性に対する暴力に関する施策推進に資するため，国内の実態等

に関する調査を行うなど，的確な取組を講じていくための各種施策の充実

や，配偶者暴力防止法等の法制度の実施や一層の活用を行う。さらに，男

女共同参画にかかる苦情の体制整備として，苦情処理対応者に対しての意

識啓発及び意見聴取などを行う。

男女雇用機会均等法の履行確保を図るため，企業における男女差別的取

扱いを是正するとともに，女性労働者と事業主との間の男女差別的取扱い

に関する個別紛争については，都道府県労働局長の助言，指導，勧告及び

機会均等調停会議の調停を積極的に実施することにより，その解決を援助

し，そのほとんどが解決された。

しかしながら，採用，配置，昇進等において，男女労働者間に事実上の

格差が生じていることから，実質的な男女均等取扱いの実現を目指し，格

差解消のための企業の積極的取組（ポジティブ・アクション）を促進して

いく。特に，経営者団体との連携の下中央及び４７都道府県労働局におい

て女性の活躍推進協議会を開催し，ポジティブ・アクションの普及促進を

図っていく。

職場におけるセクシュアルハラスメント防止対策については，大企業で

は防止対策が講じられているものの，中小企業等では取組にまだ遅れがみ

られる。また，相談窓口の設置はされているが十分機能していない，実際
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にセクシュアルハラスメントが生じた場合に適切な対応がなされていない

。 ， ，等の現状がみられる このため 均等法の一層の周知徹底を図るとともに

実効あるセクシュアルハラスメント防止対策を徹底していく。

また，これまで，性別に基づく固定的な役割分担意識を是正し，人権尊

重を基盤とした男女平等観の形成を促進するため，男女平等を推進する教

育・学習の充実を図ってきた。引き続き，男女共同参画を推進し，多様な

選択を可能にする教育・学習の充実に努めることとする。

さらに，警察では，平成１２年１１月から施行されたストーカー行為等

の規制等に関する法律の適切な運用に引き続き努めることとする。また，

配偶者暴力防止法が施行されたことに伴い，引き続き関係機関と連携し，

同法の適切な運用に努めることとする。

（２）子ども

平成１５年１２月に，青少年の育成に係る政府としての基本理念と中長

期的な施策の方向性を示す青少年育成施策大綱が青少年育成推進本部にお

いて策定された。同大綱には，青少年の人権の尊重及び擁護の促進の観点

も踏まえて諸施策を適切に推進する旨が盛り込まれているほか，青少年の

人権尊重を始め青少年の健全な育成に関する国民の理解・協力を促進し，

，「 」 ，また 児童の権利に関する条約 に関する正しい知識の普及を図るため

効果的な広報啓発活動を行うことが盛り込まれている。

「 」 ，第５５回人権週間において 子どもの人権を守ろう を強調事項に掲げ

全国各地で様々な啓発活動を実施した。また，次代を担う青少年の健全な

育成を図る観点から，平成１５年７月の「青少年の非行問題に取り組む全

国強調月間」や同年１１月の「全国青少年健全育成強調月間」における集

中的な広報啓発活動など，青少年の健全育成及び非行防止活動を総合的に

推進した。

学校教育等においては，幼児児童生徒の人権に十分配慮し，一人一人を

大切にした教育指導や学校運営が行われるよう，人権教育に関する調査研

究等人権に関する学習活動を総合的に推進した。また，学校におけるカウ

ンセリング等の機能の充実のため 「スクールカウンセラー」や「心の教，

室相談員」の活用，効果等に関する実践的な調査研究を行った。さらに，

児童生徒の社会性や豊かな個性を育むとともに，問題行動に適切に対応す

るため，平成１３年７月，学校教育法等を改正し，ボランティア活動など

社会奉仕体験活動等の充実や出席停止制度の改善を図った。

体験活動については，小・中学校において平成１４年度から，高等学校

においては平成１５年度から実施されている新学習指導要領においても充

実が図られたところである。また，文部科学省では，学校教育における体

験活動の充実を図るため，平成１４年度からモデル事業を実施し，他校の

モデルとなる先駆的な取組を協議会の開催や事例集の作成を通じて普及さ

せ，小・中・高等学校等における体験活動の円滑な展開を図っている。
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小・中学校の出席停止制度については，各学校においてその適切な運用

が図られるよう，各種会議等において，教育委員会を通じて指導したとこ

ろである。また，問題行動を起こす個々の児童生徒に対応するため，学校

・教育委員会・関係機関からなるサポートチームの組織化など，地域にお

ける支援システムづくりに関する調査研究を平成１４年度から実施してお

り，この一環として設置した研究会において，連携を一層推進するための

方策について，平成１６年３月，報告を取りまとめた。さらに，不登校児

童生徒等へのきめ細やかな支援を行うため，学校・家庭・地域が連携した

地域ぐるみのサポートシステムを整備する取組を平成１５年度から実施し

ている。

虐待の背景は多岐にわたることから，児童虐待を防止し，全ての児童の

健全な心身の成長，自立を促していくためには，発生予防から早期発見・

早期対応，保護，支援，アフターケアに至るまでの切れ目のない総合的な

支援を行った。

主な取組としては，①発生予防として，子育て中の親子に対する交流・

つどいの場の提供や１歳６か月児・３歳児健康診査における心理相談の充

実や集団指導の実施，②早期発見・早期対応として，児童福祉司の増員等

児童相談所の体制強化や児童家庭支援センターの拡充を図るとともに，児

童委員の虐待防止研修会の開催，③保護，支援，アフターケアとして，児

童養護施設等における児童，保護者等への指導体制を充実するための心理

療法担当職員や被虐待児個別対応職員の配置などである。

さらには，虐待やいじめ等の問題に早期に対応するため市町村虐待防止

ネットワークの拡大 「子どもの虹情報研修センター」における関係機関，

の専門的援助者の養成などを行うとともに，こうした取組を広く国民に周

知するため，広報誌，ポスター等様々な媒体を活用し，広報・啓発活動を

行った。

また，児童虐待防止法の一層の充実に向け，児童虐待に関する医療，保

健，福祉，法律などの専門的見地から制度全般にわたり解決すべき課題の

検討・整理を行った。

犯罪等の被害に遭った少年に対しては，都道府県における少年相談窓口

， 。 ，の整備充実や カウンセリング等による継続的支援活動を実施した なお

平成１１年５月，児童買春，児童ポルノに係る行為等の処罰及び児童の保

護等に関する法律が成立し，同年１１月に施行されたことに伴い，同法に

よる積極的な取締り及び被害児童に対する保護対策等を推進した。

我が国は，平成１６年４月に児童の権利に関する条約の批准から１０周

年を迎えることを記念し，同年３月２９日（同条約批准に関する国会承認

日と同一 ，国際連合児童基金（ユニセフ）との共催により，東京（国連）

大学）において「児童の権利に関する条約批准１０周年シンポジウム」を

開催した。本シンポジウムは我が国の同条約批准１０周年記念とともに，

同年１月２８日にジュネーブで行われた我が国の第二回政府報告に対する
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児童の権利条約の意義や目的に関する国民の理解を深める一助になったと

考えられる。

（評価と今後の課題）

青少年育成施策大綱に基づき，青少年の人権の尊重及び擁護の促進の観

点も踏まえて諸施策を適切に推進する。また，青少年の健全な育成につい

て強調月間などの手法により広報啓発活動を行うとともに 「児童の権利，

に関する条約」について広報啓発活動を行い，正しい知識の普及を図る。

「スクールカウンセラー」や「心の教室相談員」の配置により，児童生

徒が悩みや不安を気軽に相談でき，問題行動等の予防や解消につながった

などの効果があった。これまでの成果を踏まえ，今後とも学校における教

育相談体制の充実を図っていくことが必要である。

学校教育法等の改正を踏まえ，体験活動の充実や出席停止制度の適切な

運用を図る。また，学校と関係機関との連携を深め，個々の児童生徒に着

目したサポ－トチーム等の地域における支援システムの整備を目指す。

「児童の権利に関する条約批准１０周年記念シンポジウム」の開催や，

平成１６年１月２８日にジュネーブで行われた我が国の第二回政府報告審

査等の実施は，児童の権利条約の意義や目的に関する国民の理解を深める

一助になったと考えられる。

なお，我が国の児童の権利条約第二回政府報告に対する児童の権利委員

会の最終見解においては，児童の権利条約に関する啓発等に関しても勧告

がなされた。政府としては，本勧告を真摯に受け止め，さらなる改善を図

るよう努めていく所存。

（３）高齢者

平成１３年１２月に閣議決定された新たな高齢社会対策大綱では，分野

別の基本的施策の枠を越えて設定した横断的に取り組む課題において，高

齢者の社会参加や世代間交流の活性化，高齢者の人権侵害の問題等につい

て取り上げ，積極的な対応を行うものとされた。平成１５年１１月には，

高齢者の持つ豊かな知識・経験や学習の成果をいかした社会参加活動を支

援する観点から，高齢者の社会参加活動の振興方策について国民各層によ

る幅広い意見交換を行う全国高齢者社会参加フォーラムを沖縄県で開催し

た。

独立行政法人高齢・障害者雇用支援機構（平成１５年１０月設立，国の

高齢・障害者雇用対策業務の一部を実施）において，１０月を高年齢者雇

用促進月間として定め，その中核的な行事として，事業主及び国民一般に

高齢者雇用についての理解を得るため，高齢者雇用フェスタを開催するな

どの啓発活動を行った。第５５回人権週間においては 「高齢者を大切に，

する心を育てよう」を強調事項に掲げ，全国各地で様々な啓発活動を行っ

た。

また，平成１３年１０月に施行された雇用対策法に，労働者の募集・採
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用に当たっての年齢制限緩和の努力義務が盛り込まれたところであるが，

さらに，平成１５年１月に，募集・採用における求人年齢制限の緩和の徹

底に向けて，現在１９％程度である年齢不問求人の割合を，平成１７年度

に３０％とする目標を設定した。さらに平成１６年２月には，①定年の引

上げや，継続雇用制度の導入等により，６５歳までの雇用の確保を求める

こと，②労働者の募集・採用にあたって，事業主が上限年齢を設定する場

合にはその理由の明示を求めること，等を含む高年齢者雇用安定法の改正

案を国会に提出した。

平成１５年度百歳到達者に対し，内閣総理大臣より祝状等を贈呈すると

ともに，平成１５年９月１５日（老人の日）から７日間を「老人の日・老

人週間」と定め，国民一人一人が高齢者問題を身近なこととして理解する

よう運動を行った。

（評価と今後の課題）

高齢社会対策大綱に基づき，引き続き高齢社会対策を総合的に推進する

， 。 ，中で 高齢社会の諸問題について一層の周知・啓発がなされた 今後とも

同大綱に沿って，高齢社会対策を総合的かつ効果的に推進していく必要が

ある。

， ，高年齢者雇用促進月間では 高齢者が働きやすいよう職場改善等を行い

高齢者の雇用開発に取り組んだ企業に対して厚生労働大臣表彰を実施して

いる。これらの表彰は，各種媒体を通じて広報され，広く国民全体に周知

されており，高齢者雇用に関する企業の意欲を高めることにつながってい

る。また，高齢者の雇用を支援するためのポスターを制作し，全国の公共

機関に配布して啓発活動を行っており，国民の高齢者雇用に関する意識の

向上を図っている。

求人年齢制限緩和については，経済団体やマスメディアへの働きかけ等

を行い，事業主への周知と理解の徹底を図るとともに，目標達成に向けた

取組として，求人開拓の際や安定所窓口での個別の企業に関する説明，指

導を行っており，今後においても，総合的かつ計画的にこれらの取組を実

施することとしている。

今後，我が国の高齢化がますます進展することに伴い，高齢者の雇用・

就業対策がより重要になることから，高齢者雇用に関する啓発・広報活動

の効果的・効率的な実施のための検討を進め，今後一層，国民の高齢者雇

用に関する意識の向上を図っていく。

（４）障害者

障害者施策の総合的かつ効果的な推進を図るため，中央省庁等改革を機

に平成１３年１月に，すべての国務大臣を構成員とする障害者施策推進本

部を設置した。

平成１５年度は「障害者基本計画 （平成１５年度～平成２４年度）及」

び「重点施策実施５か年計画 （平成１５年度～平成１９年度）の初年度」
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であり，両計画に掲げられた各種の施策について，各省庁間の緊密な連携

の下に着実な推進に努めた。両計画においては，国民誰もが相互に人格と

個性を尊重し支え合う「共生社会」を実現するために啓発・広報を重要な

事項として掲げている。

障害者の「完全参加と平等」を実現し，障害者自らの社会的自立と社会

参加への意欲及び国民の障害者問題に対する理解と認識をより一層高める

ことを目的として，障害者週間（平成１５年１２月３日～９日）中に「障

害者の日・記念の集い」を開催して心の輪を広げる体験作文・障害者の日

のポスター入賞者の内閣総理大臣表彰や「障害のある人々を理解するため

のポスター展」等様々な啓発活動を実施した。第５５回人権週間において

は 「障害のある人の完全参加と平等を実現しよう」を強調事項に掲げ，，

全国各地で様々な啓発活動を行った。

また，平成１４年度を中心に障害者のために講じた施策についての年次

報告書（障害者白書）を平成１５年６月に刊行した。

このほか，障害者の職業的自立を喚起し，障害者の雇用問題に関する国

民の関心と理解の向上を図るため，厚生労働省では優良事業所の表彰等の

開催，就職面接会の実施等を行った。また，日本障害者雇用促進協会（平

成１５年１０月より独立行政法人高齢・障害者雇用支援機構）において９

月を障害者雇用促進月間として設定し，全国障害者雇用促進大会の開催，

ポスターや新聞等の障害者雇用促進運動を行うことにより，国民とりわけ

事業主に対して障害者雇用に関する理解を促した。

障害者の職業能力の開発を促進し，技能労働者として社会に参加する自

信と誇りを与えるとともに，事業主をはじめ広く国民に対し，障害者に対

する社会の理解と認識を高め，その雇用の促進と地位の向上を図ることを

目的として昭和４７年から開催されている障害者技能競技大会について

は，平成１４年度までに国内において２６回開催されたところである。平

成１５年度においては，１１月２３日から７日間，インド共和国のニュー

デリーにおいて第６回国際アビリンピックが開催され，日本からも選手団

が派遣された。

なお障害者の雇用情勢については，平成１５年度において，ハローワー

クの就職件数が３２，８８５件と過去最高となるなど一部に明るい動きも

あるものの，有効求職者数は１５３，５４４人（平成１５年度末 ，法定）

雇用率未達成企業は５７，５％と，依然として高水準となるなど厳しい状

況となっている。

このため，障害者雇用対策においては，障害者個々人の状況に応じたき

め細かな職業相談・紹介，個別求人開拓等とともに，特に雇用率未達成企

業に対する雇用率達成指導の強化を図っているところである。また，精神

障害者に対する雇用支援策や，在宅就業に対する支援策について，それぞ

れ研究会を開催し，検討を行っているところである。

平成１１年８月には，障害者施策推進本部において，障害者であること
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を理由に資格取得等を制限している「障害者に係る欠格条項の見直し」に

ついての方針を決定した。平成１５年度末において，対象６３制度のうち

， 。６２制度について見直しが終了し 残る１制度についても見直し中である

一方，学校教育の場においては，障害のある子どもに対する理解認識の

推進のため，就学啓発冊子の作成・配布や，地域や学校等の実情に応じた

多様で継続的な交流教育を推進するため，交流教育ハンドブックを作成・

配布した。

国連の場では，従来障害者に特化した法的拘束力をもつ文書が存在しな

かったが 平成１３年１２月 第５６回国連総会において メキシコが 障， ， ， 「

害者の人権及び尊厳を保護・促進するための包括的・総合的な国際条約

（障害者権利条約 」に関する決議案を提案し，国連総会決議として採択）

された。この決議に基づき，平成１４年７月２９日から８月９日まで国連

本部で障害者権利条約に関する国連総会臨時委員会の第１回会合が開催さ

れた。同会期に先立ち，同委員会へのＮＧＯの参加を可能にするための国

連総会決議が採択されたが，政府としては，ＮＧＯが同委員会において意

見を表明する機会を得ることは意義あることと考え，共同提案国として同

決議の採択に向けて積極的に関与した。

平成１５年６月１６日から２７日にかけて，障害者権利条約に関する国

連総会臨時委員会の第２回会合が開催された 最終日の６月２７日に 障。 ，「

害者権利条約に関する国連総会臨時委員会の今後の取り進め方に関する決

議案」が採択され，障害者権利条約起草の作業部会を設置することを決定

した。

作業部会は，平成１６年１月５日から１６日にかけて，国連本部におい

て開催され，政府間交渉のたたき台となる条約草案が作成された。我が国

は同作業部会のアジア・グループ代表の一員として，積極的な貢献を行っ

た。

これらの過程では，障害者団体とも緊密に協力しつつ，当事者の声の把

握や，それを可能な限り反映させていくこと，条約の交渉状況等の紹介等

に努めている。

（評価と今後の課題）

障害の有無にかかわらず国民誰もが人格と個性を尊重し相互に支え合う

共生社会の理念を社会に定着させるためには，社会を構成する人々が障害

及び障害のある人に対して十分な理解をし，配慮していくことが必要であ

る。

障害のある子どもに対する理解と認識を推進していく上で，分かりやす

い資料の作成・配布が効果的である。また，作成した交流教育ハンドブッ

， ，クについては 障害のある子どもに対する理解と認識が深められるような

交流教育の推進に役立っている。

国内行動計画策定以降の啓発・広報活動の結果，障害及び障害のある人

への国民の理解が深まった。
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今後も「障害者基本計画」及び「重点施策実施５か年計画」に基づき，

「共生社会」の実現を目指して，障害のある人に対する国民一人一人の理

解と認識を深めるための関係施策の推進，啓発・広報活動を推進していく

ことが必要である。

障害者権利条約作成の動きは今後ますます活発化されることが予想され

ており，以上のような動きと連携しつつ，我が国としても本条約が望まし

い形で早期に実現できるよう積極的に貢献していく必要がある。

（５）同和問題

「閣議決定（同和問題の早期解決に向けた今後の方策について：平成８

年７月２６日 」に基づき，同和問題に関する差別意識の解消に向けた教）

育及び啓発に関する事業については，人権教育・人権啓発の事業に再構成

して推進することとされた。そこで，従来，差別意識の解消に取り組んで

きた地域改善対策啓発活動事業においては，人権尊重思想の普及高揚事業

に再構成し，様々な啓発活動を実施した。なお，地域改善対策特定事業に

ついては，平成１４年３月の地域改善対策特定事業に係る国の財政上の特

別措置に関する法律（以下「地対財特法」という ）の失効に伴い全て終。

了したところである。

教育に関する事業においては，教育総合推進地域事業等として，学校，

家庭及び地域社会が一体となった教育上の総合的な取組等を推進した。ま

た，事業者や雇用主等に対しても雇用主に対する指導・啓発事業等におい

て，指導や啓発活動等を実施した。さらに隣保館においても，地域社会全

体の中で，福祉の向上や人権啓発の住民交流の拠点となる開かれたコミュ

ニティーセンターとして総合的な活動の推進を図った。

また 「えせ同和行為」を排除するため，昭和６２年６月には全省庁の，

参加する「えせ同和行為対策中央連絡協議会」が設置され 「えせ同和行，

為対策大綱 「えせ同和行為対策大綱の具体化方策」を定め，政府一体」，

となってえせ同和行為の排除の取組を行っている。地方においても，全国

の法務局・地方法務局を事務局として組織されている「えせ同和行為対策

関係機関連絡会」に国の機関，地方自治体等が参加しており，随時，情報

交換のための会議を開くなど，様々な取組を展開している。なお，法務省

では，えせ同和行為の実態を把握するため，昭和６２年以降７回にわたり

アンケート調査を実施してきたが，今回，平成１５年の１年間を対象期間

として平成１６年１月に第８回目の調査を実施した。

第５５回人権週間においては 「部落差別をなくそう」を強調事項に掲，

げ，全国各地で様々な啓発活動を行った。

（評価と今後の課題）

地対財特法の失効を受けて，今後の施策ニーズには，人権課題の一つと

して，地域の状況や事業の必要性に応じ所要の施策を講じることとする。

教育に関する事業については，幅広い観点から実践的な取組を行い，人
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権教育の充実を図った。今後，人権擁護推進審議会答申を踏まえ，地域に

おける多様な学習活動を推進するとともに，体験活動などを学校教育活動

の中に取り入れるモデル的な取組について推進していく必要がある。

また，同和関係者の就職の機会均等を確保することが同和問題解決の中

心的課題であるとの観点から，雇用主に対し，人権に配慮した公正な採用

選考システムの確立が図られるよう，ポスター，カレンダー等の啓発資料

の作成・配布，新聞広報等各種広報媒体を通じた啓発活動，公正採用選考

人権啓発推進員研修会の開催及び企業トップクラス研修の開催をし，雇用

主に対する啓発，指導を行ってきたところである。今後とも，雇用主に対

する啓発，指導を一層推進していく。

， ， ，さらに えせ同和行為については 今回のアンケート調査結果をみても

依然としてその被害が発生していることから，積極的な啓発活動を行いつ

つ，関係機関との連携を図り，その排除に努めていく。

（６）アイヌの人々

アイヌの人々の民族としての誇りが尊重される社会の実現を図り，あわ

せて我が国の多様な文化の発展に寄与することを目的として，平成９年７

月に施行された「アイヌ文化の振興並びにアイヌの伝統等に関する知識の

普及及び啓発に関する法律」に基づき，アイヌ文化の振興，アイヌの伝統

に関する普及啓発を行う指定法人である「 財）アイヌ文化振興・研究推（

進機構」の行う事業に対して助成等を行った。また，生活館において，ア

イヌの人々の生活の改善向上・啓発等の活動の推進のための事業を実施し

。 ，「 」た 第５５回人権週間において アイヌの人々に対する理解を深めよう

を強調事項に掲げ，全国各地で様々な啓発活動を実施した。

（評価と今後の課題）

国土交通省，文部科学省，北海道 （財）アイヌ文化振興・研究推進機，

構及び（社）北海道ウタリ協会との間でアイヌ文化振興等施策推進会議を

設置し，同財団の行う事業のフォローアップ等を通じて今後の施策の充実

に向けた検討を行っている。

（７）外国人

第５５回人権週間において 「外国人の人権を尊重しよう」を強調事項，

に掲げ，外国人に対する偏見・差別を除去するため，全国各地で様々な啓

発活動を実施した。また，東京，大阪，名古屋，広島，福岡，高松の各法

務局及び神戸，松山地方法務局に通訳を配置した「外国人のための人権相

談所」を開設し，外国人のための人権相談体制を充実させている。

外国人をめぐる人権問題に対する具体的な取組の一例としては，外国人

であるという理由だけで役務の提供を拒否した事案について，法務省の人

権擁護機関は，外国人への役務の提供を拒否している経営者等に対して個

別の啓発を実施するとともに，外国人の人権に関するパンフレットを街頭
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で配布する等の地域啓発を実施した。

（評価と今後の課題）

上記のように，外国人に対する偏見・差別をなくすため，人権啓発・相

談体制を充実させてきた。日本における外国人の割合が大きくなるにつれ

て，外国人同士や，日本人と外国人間の人権を巡る問題はより複雑になっ

ているため，今後とも，国民の全てが真に国際化時代にふさわしい人権意

識を育むよう，創意工夫を凝らした施策を積極的に推進していく。

（８）ＨＩＶ感染者等

エイズに関する正しい知識の普及のため，小・中・高校生，一般を対象

としたポスターコンクールを実施し，優秀作品をもとにしたエイズ予防ポ

スターの作成 「世界エイズデー」キャンペーン事業，保健所における青，

少年へのエイズ教育の実施等様々な啓発活動を実施した。さらに，学校教

育においては，エイズ教育指導の充実のため，小学生用ポスター及び中・

高校生用エイズ教育教材を作成し，配布するとともに，独立行政法人教員

研修センターにおいて，エイズ教育担当者に対する研修会を実施した。

また，平成１１年１０月告示の「後天性免疫不全症候群に関する特定感

染症予防指針」においても，本国内行動計画の趣旨を踏まえた人権啓発事

業と連携していくことを目標として掲げている。

ハンセン病に対する差別や偏見の解消に向けては，ハンセン病療養所と

地域住民との社会交流事業及び啓発普及推進のためのシンポジウムの実

施，中学生向けパンフレット，一般向けパンフレット，ポスター等を作成

して配布した。また，平成１５年１１月に熊本県内のホテルにおいてハン

セン病元患者に対する宿泊拒否事件が発生したことから，さらに取組を強

化することとし，ハンセン病への正しい理解と偏見や差別をなくすことを

呼びかける新聞広告の全国紙掲載，羽田空港のフューチャービジョンを利

用した啓発などを実施したほか，療養所が所在する法務局・地方法務局に

おいて，ポスターの掲出，チラシの配布などの啓発活動を実施した。

第５５回人権週間においては 「 感染者やハンセン病患者等に対す， HIV
る偏見をなくそう」を強調事項に掲げ，全国各地で様々な啓発活動を行っ

た。

（評価と今後の課題）

文部科学省においては，エイズ教育教材等作成事業を平成４年度から開

始しており，その間，新たに，小学生用，中学生用教材の作成・配布，情

報ネットワーク事業の実施，指導者用ビデオの作成・配布等の施策を展開

してきた。今後は，エイズ教育を含めた感染症対策のより一層の充実を図

っていくことが必要である。

厚生労働省においては，エイズに関する正しい知識の普及のためのエイ

ズ予防ポスターの作成・配布 「世界エイズデー」キャンペーン事業の実，

施等，また，ハンセン病に対する差別や偏見の解消に向けたシンポジウム
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の開催，ハンセン病療養所入所者と地域住民との社会交流事業の実施等の

施策を展開してきた。今後とも，普及啓発活動を推進することで，より一

層エイズ及びハンセン病に関する正しい知識の普及を図っていく。

（９）刑を終えて出所した人

犯罪や非行を防止し，罪を犯した人や非行に陥った少年の更生を支える

ため，地域住民の理解と参加を得て，第５３回“社会を明るくする運動”

を実施する中で，刑を終えて出所した人に対する偏見・差別を除去し，こ

れらの者の社会復帰に資するための啓発活動を実施した。

また，第５５回人権週間においては 「刑を終えて出所した人に対する，

」 ， 。偏見をなくそう を強調事項に掲げ 全国各地で様々な啓発活動を行った

（評価と今後の課題）

第５３回“社会を明るくする運動”は全国で活発な活動が展開され，そ

の一環として，刑を終えて出所した人々に対する地域の人々の理解と協力

を求める活動を行った。

しかし，刑を終えて出所した人に対する差別や偏見はまだ課題として残

っているので，今後も “社会を明るくする運動”を一層推進し，その理，

解と協力を訴えていく。

（１０）その他

○ 犯罪被害者等

犯罪の被害者は，事件による直接的な被害のみならず，刑事手続の過程

や周囲の態度によっても，精神的被害等の二次的被害を受けている。警察

ではこうした被害者の現状を改善するため，被害者対策に関する基本的事

項を取りまとめた「被害者対策要綱」を制定（平成８年２月）し，組織を

挙げて，被害者に対する情報提供，相談・カウンセリング体制の整備等，

被害者対策に係る各種施策の推進に努めている。

平成１３年４月には 「犯罪被害者等給付金支給法の一部を改正する法，

律（平成１３年法律第３０号 」が成立し，重傷病給付金の新設等，大幅）

に拡充された犯罪被害給付制度の施行（平成１３年７月１日）に伴い，新

。 ，制度に基づく給付金支給裁定事務の適正かつ効果的な運用に努めた また

同法では，警察本部長等による被害者等に対する援助の措置及び民間被害

者援助団体の活動の促進に関する規定が新設されたが，国家公安委員会で

はこれに基づき，平成１４年１月 「警察本部長等による犯罪の被害者等，

に対する援助の実施に関する指針 （平成１４年国家公安委員会告示第５」

号）を定め，被害者対策の適切かつ有効な実施を図っている。

また，犯罪の被害者やその親族等の心情を真しに受け止めることは，刑

事司法の責務であると考えられることから，その啓発活動の一環として，

犯罪被害者保護のための制度を広く国民に紹介し，その周知を図るために

「犯罪被害者の方々へ」と題するパンフレットを作成し，全国検察庁及び
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各都道府県警察等に置いて被害者等に配布するとともに，法務省ホームペ

ージにおいて「犯罪被害者の方々へ」のコーナーを，検察庁ホームページ

において「犯罪にあわれた方へ」のコーナーをそれぞれ設け，犯罪被害者

保護のための制度等について紹介している。

さらに 刑事手続の流れや被害者等通知制度等を紹介する広報ビデオ 被， 「

害者とともに」を全国の検察庁に配布し，国民に対する説明に利用してい

る。

第５５回人権週間においては 「犯罪被害者とその家族の人権に配慮し，

よう」を強調事項に掲げ，全国各地で様々な啓発活動を行った。

（評価と今後の課題）

これまでの取組により，被害者への支援を求める社会的気運が高まって

おり，一層の取組が期待されている。今後とも 「被害者対策要綱」に基，

づき，強力に被害者対策を推進していくとともに，警察が行っている被害

者対策に関して積極的に広報し，国民への周知を図っていく。

また，被害者のニーズは，生活上の支援をはじめ，医療，裁判に関する

こと等極めて多岐にわたっていることから，司法，行政，医療，報道機関

等の被害者支援に関係する機関・団体等が相互に連携することが不可欠で

ある。

， ， ， ， ，警察では こうした考えに基づき 警察のほか 地方検察庁 弁護士会

医師会，臨床心理士会，知事部局や市の担当部局，市の相談機関等による

「被害者支援連絡協議会」を全都道府県に設置しているが，一層きめ細か

い支援を行うために，警察署又は地域レベルでの被害者支援地域ネットワ

ークや民間被害者支援団体が全国各地に設置されるよう，関係機関・団体

との連携強化に努めていく。

また，近年の，犯罪被害者等の保護の必要性の高まりを受けて，更に犯

罪被害者保護のための施策等を充実させるとともに，引き続きその制度を

広く国民に知らせる方策を講じることによって，犯罪被害者等の人権擁護

の意識を浸透させることに努めたい。

○ インターネットによる人権侵害等

法務省の人権擁護機関は，これまでも，インターネット上での差別表現

の流布等については，人権擁護上看過することのできない問題であること

から，様々な機会を通じて人権尊重思想の啓発に努めており，第５５回人

権週間においては 「インターネットを悪用した人権侵害は止めよう」を，

強調事項に掲げ，インターネットを悪用した人権侵害を防ぐため，全国各

地で様々な啓発活動を実施した。

また，日本国憲法の保障する表現の自由に十分配慮しつつ，一般に許さ

れる限度を超えて他人の人権を侵害する悪質な事案に対して，発信者が判

明する場合は，同人に対する啓発を通じて侵害状況の排除に努め，また，

発信者を特定できない場合は，プロバイダーに対して当該情報の停止・排
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除を申し入れるなど業界の自主規制を促すことにより，個別的な対応を行

っている。

学校教育においては 「情報活用能力」として，子どもたちにコンピュ，

ーターやインターネットを的確に使う技能を習得させるとともに，適切な

， ，情報モラルを身に付けさせることとされており 新しい学習指導要領では

中・高等学校において情報に関する教科・内容を必修とし，その中で情報

化が社会や生活に及ぼす影響や情報モラルの必要性について生徒に指導す

ることとされている。平成１５年度においては，新学習指導要領による教

育の着実な推進に努めた。

（評価と今後の課題）

上記のように，インターネットを悪用した人権侵害を防ぐため，様々な

啓発活動等を実施しているが，その匿名性等から，他人を誹謗中傷する表

現や差別を助長する表現等の掲載など，様々な問題が発生しており，今後

も，個人の名誉等に関する正しい理解を深めるよう取り組み，積極的に啓

発活動等を行っていく。

また，平成１４年度から実施されている新学習指導要領による教育の着

実な推進に努めている。

○ 性的指向（異性愛，同性愛，両性愛）に関する人権

第５５回人権週間において 「性的指向を理由とする差別をなくそう」，

を強調事項に掲げ，性的指向を理由とする偏見・差別を除去するため，全

国各地で様々な啓発活動を実施した。

（評価と今後の課題）

上記のように，性的指向に関する偏見・差別をなくすため，様々な啓発

活動を実施したが，性的指向に関する偏見・差別は，いまだ解消されてい

ないため，今後も，人権週間を含め，積極的に啓発活動を行っていく。

○ ホームレスの人権等

平成１４年７月 「ホームレスの自立の支援等に関する特別措置法 （平， 」

成１４年法律第１０５号）が制定された。この法律は，自立の意思があり

ながらホームレスとなることを余儀なくされている者が多数存在し，健康

で文化的な生活を送ることができないでいるとともに，地域社会でのあつ

れきが生じつつある現状にかんがみ，ホームレスの自立の支援，ホームレ

スとなることを防止するための生活上の支援等に関し，国等の果たすべき

責務を明らかとするとともに，ホームレスの人権に配慮し，かつ，地域社

会の理解と協力を得つつ，必要な施策を講ずることにより，ホームレスに

関する問題の解決に資することを目的としている。

， ，「 」そして 同法第１４条に基づき ホームレスの実態に関する全国調査

が実施され，この結果を踏まえ，同法第８条に基づく「ホームレスの自立

の支援等に関する基本方針」の策定に向け検討に入った。
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さらに，ホームレス及び近隣住民の人権に配慮しつつ，ホームレスに対

する偏見や差別意識を解消するための啓発活動を実施した。

（評価と今後の課題）

上記基本方針を踏まえ，ホームレスに対する偏見や差別意識を解消する

ための啓発広報活動の実施等，ホームレスの人権に関する人権擁護活動を

推進していく。

○ 北朝鮮当局によって拉致された被害者等

平成１４年９月１７日の日朝首脳会談において，金正日国防委員長は日

本人の拉致を認めて謝罪するとともに，関係者の処罰，再発防止措置，被

害者帰国のための便宜を約束した。その結果，同年１０月に拉致被害者５

名の帰国が実現した。

政府としては，未だ安否が確認されていない被害者等に関する安否情報

， ， ，の収集 被害者家族への関連情報の提供 家族からの相談への対応等の他

被害者・家族に対する日本での生活保障，年金給付，住居，雇用，教育等

幅広い分野にわたる総合的支援策を決定し，平成１５年１月からは「北朝

鮮当局によって拉致された被害者等の支援に関する法律」に基づき，滞在

援助金の支給，関係地方自治体との連携協力に基づく，帰国被害者等自立

・社会適応事業等を実施している。

なお，平成１５年１月６日，内閣総理大臣は上記法律に基づき，帰国被

害者５名を含む計１５名を拉致被害者として認定している。

政府としては，拉致被害者５名の家族の帰国ならびに拉致問題の真相究

明等，問題の解決のため，北朝鮮が前向きな対応をとるよう，引き続き粘

り強く働きかけた。平成１５年８月の第一回六者会合の際の北朝鮮側との

接触において，北朝鮮側から「拉致問題を含めた日朝間の問題は，日朝平

壌宣言に則って一つ一つ解決していきたい」との発言があり，その後も，

我が国は北朝鮮側に対し，日朝間の諸問題の解決に向け政府間協議の開催

を強く働きかけてきた。その結果，平成１６年２月には，日本政府関係者

が訪朝し日朝ハイレベル協議が行われたほか，第二回六者会合の際にも日

朝政府間での協議が行われた。両協議においては，双方ともに日朝平壌宣

言に基づき諸懸案を解決する必要性は認め，政府間協議を継続することで

一致した。

また，我が国政府は，国際場裏においてもこの問題を取り上げ，国際世

論を喚起してきている。例えば，強制的失踪作業部会，国連人権委員会や

国連総会第三委員会の場で，繰り返し拉致問題解決の重要性につき訴えて

きており，平成１５年 月には国連人権委員会の場で初めて拉致問題を含4
む北朝鮮の人権状況を懸念し改善を強く促す北朝鮮の人権状況に関する決

議が採択された。

（評価と今後の課題）

今後とも，北朝鮮側に対して，安否未確認の１０名を含む方々に関する



- 24 -

情報提供の要求について引き続き求めていくとともに，これと並行して拉

致被害者・家族の支援に関する各種施策の実施や各種会議等を通して，拉

致被害者の人権及び被害者等の支援等に対する国民の理解を深めたい。

○ 性同一性障害者に関する人権

性同一性障害者の性別の取扱いの特例に関する法律（平成１５年法律第

１１１号）が，平成１５年７月１６日に公布された。

この法律は，性同一性障害者に関する法令上の性別の取扱いの変更を認

める特例について定めたものである。人の法的な性別は，基本的には，生

物学的な性別によって決められるが，同法は，その例外として，性同一性

障害者であって一定の要件を満たすものについては，家庭裁判所の審判に

より，その法令上の性別の取扱いにつき心理的な性別である他の性別に変

わったものとみなすこととした（同法４条１項 。）

（評価と今後の課題）

今後は，性同一性障害者に対する偏見や差別意識を解消するための啓発

広報活動の実施等，性同一性障害者の人権に関する人権擁護活動を推進し

ていく。

４．国際協力の推進

国連に設けられた「人権分野における諮問サービス及び技術的援助のため

の自発的基金」をはじめとする人権関係基金に対する拠出を通じて人権教育

関連のプロジェクトに寄与するとともに，二国間でもカンボジア等に対する

人権教育関連の協力を継続した。

平成１５年度においては，人権・人道問題に関連する諸条約に関する一般

的な知識の普及，理解の増進等，人権意識の向上を図る目的で，アジア地域

の学生を招き，国際法模擬裁判「２００３年アジア・カップ」を平成１５年

８月２３日及び２４日に開催した。本事業は，人権・人道分野の国際法に関

わる係争を題材とする模擬裁判において，日本を含むアジア諸国の学生が書

面陳述及び弁論能力等を競うものであり，本分野における我が国の学生の能

力向上の支援，国民の人権・人道問題に関連する諸条約の理解の増進のみな

らず，アジア地域の学生としての人権意識の向上を通じ，人権の保護及び促

進に向けた取組の強化に積極的な貢献を行った。

（評価と今後の課題）

「人権教育のための国連１０年」に関する国内行動計画をいち早く策定し

た我が国としては，国際的に人権教育の重要性が認識され，人権尊重の態度

と理解が涵養されるよう，今後とも，所要の国際協力に努めていく。

模擬裁判においては，参加学生及び来場者の国際人権・人道法に関する理

解の増進に寄与したほか，広告媒体を通じ，内外の人権意識の向上に大いな

る成果を得ることができた。本事業は平成１６年度においても実施を予定し

ており，人権教育の分野におけるより一層の国際協力に努める所存。
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５．その他

（１）人権教育・啓発に関する基本計画等について

平成１２年１２月に公布・施行された「人権教育及び人権啓発の推進に

関する法律」第７条に基づく 「人権教育・啓発に関する基本計画」が，，

平成１４年３月１５日の閣議決定により策定された。

この基本計画は，人権擁護推進審議会答申「人権尊重の理念に関する国

民相互の理解を深めるための教育及び啓発に関する施策の総合的な推進に

関する基本的事項」を踏まえ，人権教育・啓発を総合的かつ計画的に推進

するための方策について提示している。その具体的な内容としては，人権

一般の普遍的な視点からの取組のほか，各人権課題に対する取組及び人権

にかかわりの深い特定の職業に従事する者に対する研修等の問題について

検討を加えるとともに，人権教育・啓発の総合的かつ効果的な推進のため

の体制等について，その進むべき方向性等を盛り込んでいる。

今後，政府が人権教育・啓発の総合的かつ計画的な推進を図るにあたっ

ては，国の取組にとどまらず，地方公共団体や公益法人・民間団体等との

連携をより一層深めつつ，本基本計画に掲げた取組を着実に推進する必要

がある。

なお，同法第８条に基づき「平成１４年度人権教育及び人権啓発に関す

る施策についての年次報告」が，平成１６年３月２日，閣議決定を経て国

会に報告された。

（２）人権教育・啓発中央省庁連絡協議会について

平成１１年７月の人権擁護推進審議会答申「人権尊重の理念に関する国

民相互の理解を深めるための教育及び啓発に関する施策の総合的な推進に

関する基本的事項について」において，人権教育・啓発の総合的かつ効果

的な推進を図るための一方策として 「国レベルにおいて，法務省，文部，

省及びその所掌事務との関連で人権にかかわる啓発活動を行っている府省

庁等がそれぞれの教育・啓発の総合的な推進を図る連絡協議体制を整備す

ることが肝要である 」との提言がなされた。。

この提言を受けて，平成１２年９月２６日，人権にかかわる教育・啓発

活動を行っている府省等が，その役割を相互に認識し，人権教育・啓発を

総合的かつ効果的に推進するとの観点から，それぞれの教育・啓発活動に

関する情報を交換し，その密接な連携・協力を図るため，人権教育・啓発

中央省庁連絡協議会が設置された。

平成１５年度には幹事会が２度開催され，人権教育・啓発推進法に基づ

く人権教育・啓発に関する年次報告についての協議等が行われた。

今後は，人権教育・啓発に関する基本計画の趣旨を十分に踏まえ，その

所掌に属する施策に関する実施体制の整備・充実など，その着実かつ効果

的な実施を図ることになる。
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（３）地方公共団体の取組状況について

本国内行動計画の推進にあたっては，地方公共団体の果たす役割が大き

いことから，地方公共団体において本国内行動計画の趣旨に沿った自主的

な取組が展開されることを期待しているが，既に，平成１０年７月の調査

時点において，全都道府県で人権教育のための国連１０年に係る担当部局

を置いている。

また，人権教育の国連１０年に対応するための行政機構内の横断的組織

（ ） ， ，推進本部等 が 平成１６年６月時点で４０都道府県において設置され

平成１０年７月と比較して，２０都道府県で増加している。人権教育の国

連１０年に関する行動計画等を策定しているのは，平成１６年６月時点で

３９都道府県であり，平成１０年７月と比較すると，３３都道県で増加し

ている。

このほか，市町村においても推進本部等の横断的組織を設置したり，行

， ，動計画を策定するなど積極的に取り組むところも増えており 全体として

地方公共団体における取組は順調に推移しているものと考えられる。

Ⅲ．今後の展望

我が国では，平成９年７月に本国内行動計画を取りまとめてから７年が経

過した。この間，本国内行動計画に基づき関係府省において所要の施策が着

実に推進されてきていると認識している。

また，平成１１年７月の人権擁護推進審議会答申においては，所掌事務と

の関連で人権にかかわる啓発活動を行っている府省等が，それぞれの教育・

啓発活動についての情報を交換し連携するための方策を協議し，人権教育・

啓発の総合的な推進を図る連絡協議体制を整備することが肝要である旨の提

言がなされた。その結果として平成１２年９月に設置された人権教育・啓発

中央省庁連絡協議会において，人権教育・啓発推進のための具体的諸方策に

関して情報交換等が行われることにより，人権教育のための国連１０年推進

本部における関係府省の緊密な連携・協力と相まって，我が国における人権

教育のより効果的な推進が図られることが期待される。

最後に，人権教育のための国連１０年推進本部としては，平成１３年１月

の中央省庁等改革の趣旨を踏まえ，人権啓発を所掌する法務省をはじめ，関

係行政機関が十分に協力しつつ，我が国における人権という普遍的文化の構

築に向けて，人権教育・啓発に関する施策の一層の推進に努めていく。


